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SAS (SAS Enterprise Guide) 使用方法 

(２種類のデータの関係を分析する) 
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(1) 散布図の表示 
1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [グラフ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [散布図]

をクリックする。 
 

 

 

3) 新しいウィンドウが開くので、散布図に使用する変数の一方を「変数リスト」の下のリ

ストから選んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンをクリック

し、新たに表示されたメニューから「Ｘ軸」をクリックする。 

 同様に、散布図に使用する変数のもう一方を「変数リスト」の下のリストから選んでク

リックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンをクリックし、新たに表示さ

れたメニューから「Ｙ軸」をクリックする。 

(注; この分析の場合、Ｘ軸とＹ軸に設定する変数は、２種類のデータのどちらを使

用しても問題はない。なお、回帰分析ではＸ軸とＹ軸に設定する変数を間違える

と大きな問題になるので注意が必要である) 
 

 

 

4) 右の「タスクの役割」の下の「Ｘ軸」と「Ｙ軸」の下に、選択した変数名が表示されて

いることを確認した後、下にある「実行」ボタンをクリックする。 
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5) 画面に下図のような「散布図」が表示されるので、２種類のデータ間にどのような関係

がありそうなのかを推定する。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ２種類のデータのヒストグラムおよび、累積度数分布の確率プロットの表示 
1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [記述統計]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分布]

をクリックする。 
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3) 新しいウィンドウが開くので、関係を分析する２種類のデータの一方を「変数リスト」

の下のリストから選んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンを

クリックし、新たに表示されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 更に、関係を分析する２種類のデータのもう一方を「変数リスト」の下のリストから選

んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンをクリックし、新たに

表示されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 

4) 右の「タスクの役割」の下の「分析変数」の下に、分析する２種類のデータの名前が表

示されていることを確認する。 

5) 左端のメニューから「分布」の下の「正規分布」をクリックし、新たに表示された右側

の画面で、「正規分布」の前のボックスにチェックを入れる。 
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6) 左端のメニューから「グラフ」の下の「表示」をクリックし、新たに表示された右側の

画面で、「ヒストグラム」と「確率プロット」の前のボックスにチェックを入れ、下にあ

る「実行」ボタンをクリックする。 

 

 

7) 画面に「分布」の分析結果が表示されるが、それぞれのデータの分析結果の最下部に下

図のような累積度数分布の確率プロットがあるので、どちらのデータも青い正方形のプ

ロットが、左下から右上に伸びている黄色い直線上に乗っているかどうかを確認する。 
 青いプロットが黄色い直線上にほぼ乗っている場合は、その変数(データ)は正規分布し

ていると判断してよい。もし、青いプロットが黄色い直線から大きくずれている場合は、

この変数は正規分布していないと判断できる。 
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(3) 相関係数を求める 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [分析]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [相関関係]

をクリックする。 

 
 

3) 新しいウィンドウが開くので、関係を分析する２種類のデータの一方を「変数リスト」

の下のリストから選んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンを

クリックし、新たに表示されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 更に、関係を分析する２種類のデータのもう一方を「変数リスト」の下のリストから選

んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンをクリックし、新たに

表示されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 
4) 右の「タスクの役割」の下の「分析変数」の下に、分析する２種類のデータの名前が表

示されていることを確認する。 

5) 左端のメニューから「オプション」をクリックし、新たに表示された右側の画面で、「相

関係数」の下の「Pearson」の前のボックスにチェックが入っていることを確認し、入って

いない場合はクリックしてチェックを入れ、最下部の「実行」ボタンをクリックする。 
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6) 分析結果が表示されるので、まず、分析しているデータが、母集団全体を調べたものか、

母集団から抽出したサンプルを調べたものかを確認し、母集団から抽出したサンプルを調

べたものの場合は、「Pearson の相関係数.....」という表で、関係を分析している２種類

のデータの組み合わせのセルに記載された上から２番目の数値が危険率(p)なので、これを

確認する。もし、分析しているデータが、母集団全体を調べたものの場合は、危険率(p)は

無視して、直ぐに 7)の相関係数の確認を行う。 

 危険率(p)が 0.05(5%)未満の場合、統計的に有意な関係がこの２種類のデータの間に存

在すると考えられる(ただし、この時点では結論はまだ出さない)ので、7)の操作に進む。 

 もし、0.05(5%)以上の場合は、２種類のデータの間に関係があるかどうかの判定は「保

留」となり、「２種類のデータの間に有意な関係があるとはいえない」あるいは「２種類

のデータの間に有意な関係は見られなかった」という結論になり、ここで分析は終了とな

り、相関係数を確認する必要は無い。なお、決して「２種類のデータの間に関係が無い」

あるいは「無関係」という結論は出せない。これは、サンプル数を増加させた場合や他の

検定方法を使用した場合、有意な関係が検出される可能性があるためである。 

 
 

7) 分析結果が表示された中で、「Pearson の相関係数.....」という表で、関係を分析して

いる２種類のデータの組み合わせのセルに記載された一番上の数値が相関係数なので、こ

れを確認する。 

 相関係数の確認では、求められた相関係数が１に近いほど正の相関関係が強いと考えら

れる。(正の相関関係とは、一方のデータが増加すると他方のデータも増加する関係) 逆

に、相関係数が-1 に近いほど負の相関関係が強いと考えられる。(負の相関関係とは、一

方のデータが増加すると他方のデータは減少する関係) そして、相関係数が 0 に近いほど

２つのデータの関係は弱くなる。 
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(4) データを関数変換して分析を行う 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィルタ

とクエリ]をクリックする。 

 
 

3) 新しいウィンドウが開くので、左側の変数のリストから、関係を分析する２種類のデー

タ(変数)を選び、ダブルクリックし、右側の枠内にその２種類の変数が表示されているこ

とを確認する。 

 

 

4) 左上にある「計算列」をクリックする。 
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5)「計算列」というダイアログが開くので、右上の「新規作成」ボタンをクリックし、その

下に新たに表示されたメニュー内の「式の作成」をクリックする。 

 
 

6)「拡張式エディタ」というダイアログが開くので、左中央の「関数」タグをクリックし、

右下の「関数」の下のリストから、変換に用いる関数を選び、ダブルクリックする。 

(例; 対数変換を行う場合は、「LOG」の関数を選択する) 

 
 

7)「式テキスト」の下のボックスに選択した関数が表示されるので、その中の「<numValue>」

をマウスで選択した後、「Back Space」キーか「Delete」キーで削除する。 
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8) 左中央の「データ」タグをクリックし、「変数値」の下のリストから変換する変数を選

んでダブルクリックし、「式テキスト」の下の関数の中にその変数が表示されたことを確

認した後、最下部の「OK」ボタンをクリックする。 

 
 

9)「拡張式エディタ」が閉じて、「計算式」ダイアログに戻るので、左のボックス内に表示

されている「Calculation1」をクリックした後、「名前の変更」ボタンをクリックする。 

 
 

10) 変換後の変数の名前を適当に入力した後、「閉じる」ボタンをクリックする。 

 
11) もし、もう一方のデータも変換が必要な場合は、4)～10)の操作を繰り返して、もう一

方のデータも関数変換する。 
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12) 関数変換した変数名が、元の変数の下に表示されていることを確認した後、「実行」ボ

タンをクリックする。 

13) 関数変換前の変数と関数変換後の変数の表が表示されるので、これらを用いて、この資

料の「(2) ２種類のデータのヒストグラムおよび、累積度数分布の確率プロットの表示」

の操作を行い、関数変換後の比較する変数が、２つのグループのどちらでも正規分布して

いるかどうかを判定する。 

 もし、正規分布していた場合は、14)の操作に進むが、もし、関数変換後も正規分布し

ていない場合は、配布資料「統計学基礎 (４) ２種類のデータの関係を分析する」の (9)

を参照する。 

14) もし、関数変換後の比較する変数が、２つのグループのどちらでも正規分布している場

合は、この資料の「(3) 相関係数を求める」の操作を行い、２種類のデータ間の関係を分

析する。 

 

 

 

(4) Spearman の順位相関係数を求める 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [分析]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [相関関係]

をクリックする。 

 
 

 

3) 新しいウィンドウが開くので、関係を分析する２種類のデータの一方を「変数リスト」

の下のリストから選んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンを

クリックし、新たに表示されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 更に、関係を分析する２種類のデータのもう一方を「変数リスト」の下のリストから選

んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンをクリックし、新たに

表示されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 

 

4) 右の「タスクの役割」の下の「分析変数」の下に、分析する２種類のデータの名前が表

示されていることを確認する。 
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5) 左端のメニューから「オプション」をクリックし、新たに表示された右側の画面で、「相

関係数」の下の「Pearson」の前のボックスのチェックを外し、更に、その下の「Spearman」

の前のボックスをクリックしてチェックを入れた後、最下部の「実行」ボタンをクリック

する。 
 

 
 

 

6) 分析結果が表示されるので、まず、分析しているデータが、母集団全体を調べたものか、

母集団から抽出したサンプルを調べたものかを確認し、母集団から抽出したサンプルを調

べたものの場合は、「Spearman の相関係数.....」という表で、関係を分析している２種類

のデータの組み合わせのセルに記載された上から２番目の数値が危険率(p)なので、これを

確認する。もし、分析しているデータが、母集団全体を調べたものの場合は、危険率(p)は

無視して、直ぐに 7)の Spearman の順位相関係数の確認を行う。 

 危険率(p)が 0.05(5%)未満の場合、統計的に有意な関係がこの２種類のデータの間に存

在すると考えられる(ただし、この時点では結論はまだ出さない)ので、7)の操作に進む。 

 もし、0.05(5%)以上の場合は、２種類のデータの間に関係があるかどうかの判定は「保

留」となり、「２種類のデータの間に有意な関係があるとはいえない」あるいは「２種類

のデータの間に有意な関係は見られなかった」という結論になり、ここで分析は終了とな

り、相関係数を確認する必要は無い。なお、決して「２種類のデータの間に関係が無い」

あるいは「無関係」という結論は出せない。これは、サンプル数を増加させた場合や他の

検定方法を使用した場合、有意な関係が検出される可能性があるためである。 
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7) 分析結果が表示された中で、「Spearman の相関係数.....」という表で、関係を分析して

いる２種類のデータの組み合わせのセルに記載された一番上の数値が Spearman の順位相

関係数なので、これを確認する。 

 Spearman の順位相関係数の確認では、求められた Spearman の順位相関係数が１に近い

ほど正の相関関係が強いと考えられる。(正の相関関係とは、一方のデータが増加すると

他方のデータも増加する関係) 逆に、相関係数が-1 に近いほど負の相関関係が強いと考

えられる。(負の相関関係とは、一方のデータが増加すると他方のデータは減少する関係) 

そして、Spearman の順位相関係数が 0 に近いほど２つのデータの関係は弱くなる。 

 

 

 

(5) 記号の順位(順序)尺度データを数字に変換する 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィルタ

とクエリ]をクリックする。 

 
 

 

3) 新しいウィンドウが開くので、左側の変数のリストから関係を分析する２種類のデータ

(変数)を選び、ダブルクリックし、右側の枠内にその２つの変数が表示されていることを

確認する。 
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4) 左上にある「計算列」をクリックする。 

 

 

5)「計算列」というダイアログが開くので、右上の「新規作成」ボタンをクリックし、その

下に新たに表示されたメニュー内の「列の再コード化」をクリックする。 

 

 

6)「項目の選択」というダイアログが開くので、「項目の選択」の下のリストから数字に変

換する変数をクリックし、最下部の「継続」ボタンをクリックする。 
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7)「列の再コード化」というダイアログが開くので、もし、新しい変数名を付ける場合は、

「新しい列名」の右横のボックス内の名前を変更する。次に、その下の「追加」ボタンを

クリックする。 

 

 

8)「置換の指定」というダイアログが開くので、中央右にある、「値の取得」ボタンをクリッ

クする。 
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9) 新しいダイアログが開くので、データ値のリストからどれかの値をクリックし、「OK」

ボタンをクリックする。 

 
 

10)「置換の指定」ダイアログに戻るので、「この値で置き換える」の下のボックスに変換

する数字の値を入力し、最下部の「OK」ボタンをクリックする。 

 
 

 

 

 

11) 7)～10)を繰り返して、再分類前の値と再分類後の値を全て設定する。 

例) 例えば、尿糖の「-」「+-」「+」「++」「+++」を数字に変換する場合は、 

最初に 9)で「-」を選んだ後、10)で「0」を入力、 

次に 9)で「+-」を選んだ後、10)で「1」を入力、 

更に 9)で「+」を選んだ後、10)で「2」を入力、 

その次に 9)で「++」を選んだ後、10)で「3」を入力、 

最後に 9)で「+++」を選んだ後、10)で「4」を入力する 
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12) 全ての設定が終了したら、「列の再コード化」ダイアログの下部にある「新しい列

の種類」の所で、「数値」の前の丸をクリックしてマークを付けた後、最下部の「OK」

ボタンをクリックする。 

 
 

13)「計算列」ダイアログに戻るので、最下部の「閉じる」ボタンをクリックする。 

14) 最初のダイアログに戻るので、最下部の「実行」ボタンをクリックする。 

15) 数字変換前のデータと数字変換後のデータの表が表示されるので、正しく数字変換され

ていることを確認する。 

16) 上記の表を用いて、適切な統計手法で分析を行う。 

 

 
 

(6) クラメールの C 係数、φ(ファイ)係数を求める 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [記述統計]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分割表

分析]をクリックする。 
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3) 分割表分析のダイアログが開くので、「変数リスト」から、関係を分析する２種類のデー

タ(変数)をそれぞれクリックした後、それぞれで、その右の右向き矢印のボタンをクリッ

クし、新たに表示されたメニューから「表変数」をクリックし、「タスクの役割」の下の

「表変数」の下に、関係を分析する２種類のデータ(変数)が表示されたことを確認する。 

 
 

4) ダイアログの左端のリストから「テーブル」をクリックし、新たに右に表示された「テー

ブルで許可されている変数」の下のリストから、どちらかの変数をその右の「プレビュー」

の下の領域にドラッグアンドドロップし、続いて、もう一方の変数を同じ領域にドラッグ

アンドドロップする。その結果、「プレビュー」の下の表に、関係を分析する２種類のデー

タ(変数)が表示されていることを確認する。 
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5) ダイアログの左端のリストから「セル統計量」をクリックし、新たに右に表示された「使

用できる統計値」の下で、既にチェックの入っているものはそのままにして、「期待セル

度数」の前のボックスにチェックを入れる。 

 
 

 

6) ダイアログの左端のリストから「表統計量」の下の「関連」をクリックし、新たに右に

表示された「独立性の検定」の下で、「χ2 乗検定(Pearson、.....」の前のボックスと、

「r×c 表に対するフィッシャーの直接法」の前のボックスにチェックを入れ、最下部の「実

行」ボタンをクリックする。 

 

 

7) 分析結果が表示されるので、まず、分析しているデータが、母集団全体を調べたものか、

母集団から抽出したサンプルを調べたものかを確認し、母集団から抽出したサンプルを調

べたものの場合は、9)以降の処理を行う。もし、分析しているデータが、母集団全体を調
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べたものの場合は、危険率(p)は無視して、直ぐに 12)の処理に進み、必要な係数の確認を

行う。 

8) 分析結果の中で、まず、下図のような「FREQ プロシジャ」と書かれた下の表を見る。そ

の表の各セルで、真ん中の「期待度数」を全て確認し、下記の条件に合うものがあれば、

その指示に従う。 

(a) ２×２表(分割表の行も列も２個のもの)で、どれかのセルの期待度数が５未満の

場合、 10)に進み、そこに記載された方法で結果を判定する。 

(b) ２×２表以外の場合で、セルの期待度数が以下のどちらかの条件に当てはまる場

合 

(1) セルのうちで 20％の期待度数が 5 未満 

(2) セルの中に、１つでも期待度数が０のものがある 

どちらかの条件に当てはまる場合は、11)に進み、そこに記載された方法で分析

する。 

上記の(a)(b)どちらの条件にも当てはまらない場合は、9)に進み、そこに記載された

方法で危険率(p)を判定する。 

 
 

9) 8)の分割表のすぐ下にある下図のような表を見て、「カイ２乗値」の行の「p 値」を確認

し、以下の方法で判定する。 

 

 

 この値は、本当は関係が無いのに「関係がある」と間違う確率の値である。従って、

この値が５％(0.05)未満の場合は、帰無仮説を棄却できる(否定できる)ため、５％の有

意水準で「２種類のデータの間で有意な関係がある」とみなすことができる (ただし、

この時点では結論はまだ出さない)ので、12)に進み、必要な係数の確認を行う。 

 もし、この値が５％(0.05)以上の場合は、２種類のデータの間に関係があるかどうか

の判定は「保留」となり、「２種類のデータの間に有意な関係があるとはいえない」あ
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るいは「２種類のデータの間に有意な関係は見られなかった」という結論になり、この

後、係数を確認する必要は無い。なお、決して「２種類のデータの間に関係が無い」あ

るいは「無関係」という結論は出せない。これは、サンプル数を増加させた場合や他の

検定方法を使用した場合、有意な関係が検出される可能性があるためである。 

 

10) ２×２表の分析で、４つのセルのうち１つでも期待度数が５未満のものがある場合は、

Fisher の直接確率法(正確確率法, Fisher's exact probability test)を使用する必要が

ある。このため、9)のカイ２乗検定のすぐ下にある下図のような「Fisher の正確検定」の

表の「両側 Pr＜＝P」右横の値を確認する。 

 この値は、本当は関係が無いのに「関係がある」と間違う確率の値である。従って、

この値が５％(0.05)未満の場合は、帰無仮説を棄却できる(否定できる)ため、５％の有

意水準で「２種類のデータの間で有意な関係がある」とみなすことができる (ただし、

この時点では結論はまだ出さない)ので、12)に進み、必要な係数の確認を行う。 

 もし、この値が５％(0.05)以上の場合は、２種類のデータの間に関係があるかどうか

の判定は「保留」となり、「２種類のデータの間に有意な関係があるとはいえない」あ

るいは「２種類のデータの間に有意な関係は見られなかった」という結論になり、この

後、係数を確認する必要は無い。なお、決して「２種類のデータの間に関係が無い」あ

るいは「無関係」という結論は出せない。これは、サンプル数を増加させた場合や他の

検定方法を使用した場合、有意な関係が検出される可能性があるためである。 
 

 
(注; 上記の表の危険率のように「1.720E-06」という数値は、「1.720×10-6」

を意味している。すなわち、「○○E-X」という数値は、「○○×10-x」

のことである。 

 

11) ２×２表以外の分析では、下記のような場合、χ2検定(カイ二乗検定)はできない可能性

がある。 

(1) セルのうち 20％の期待度数が 5 未満 

(2) セルの中に、１つでも期待度数が０のものがある 

 このような場合は、下記のような操作を行う。 

1) データの再分類を行い、期待度数の小さなセルを無いようにして、再度、χ2検

定(カイ二乗検定)を行う。 

2) データの再分類ができない場合は、χ2検定(カイ二乗検定)の結果の解釈や採用

するかどうかを慎重に検討 (統計の専門家に相談するのも良い)し、場合によって

は分析を中止する。 
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12) 8)の分割表のすぐ下にある下図のような表を見て、以下の方法で判定する。 

 関係を分析した２種類のデータのどちらかが２分類の分類尺度(名義尺度)ではない

場合(分割表の行も列も２個の場合[２×２表])、下記の「クラメールの C係数 [クラメー

ルの連関係数]」で判定する。 

 関係を分析した２種類のデータのどちらも２分類の分類尺度(名義尺度)である場合

(分割表の行か列が３以上ある場合)、下記の「φ(ファイ)係数」で判定する。 

 

(クラメールの C 係数 [クラメールの連関係数]) 

 下図の表で「Cramer の V 統計量」と書かれたところの値が「クラメールの C 係数 [ク

ラメールの連関係数]」である。 

 クラメールの C 係数は、０から１の間の数値を取り、マイナスの数値になることは

ない。これが１に近いほど２種類のデータ間の関係は強く、０に近いほど関係は弱い

と考えられる。しかし、名義尺度(分類尺度)のデータを含む分析では、相関係数のよ

うに２つの変数の関係の方向性を示すことはできないので、結論を出す際には注意が

必要である。(可能ならば、名義尺度のデータを再分類して２×２表にし、(13)のφ

(ファイ)係数やユールの連関関数を求めれば、解釈が容易となる) 

 

 

(φ(ファイ)係数) 

 下図の表で「ファイ係数」と書かれたところの値が「φ(ファイ)係数]」である。 

 φ(ファイ)係数は、－１から１の間の数値を取るが、その絶対値が１に近いほど二

種類のデータの間の関係は強く、０に近いほど関係は弱いと考えられる。 
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